
「楽器の図書館」／近況報告 2019.3.31 

「楽器の図書館」は2018年5月より活動をスタートしました。 アコースティックギターの無償レッスン
からはじまり、７月には日本の皆さまからご寄贈いただいた数多くの中古楽器がミャンマーに到着し、
夏以降はドラム、サックスと広がっています。 

NPO法人From Smile様のご協賛により、昨年１２月からレッスンに不足している楽器の購入をはじめ
ました。 現在までに日本でアルトサックスを２本、ミャンマーでアコースティックギターを２本、備品類
を購入し、ようやく念願であった生徒たちへの楽器の貸出しができるようになりました。 生徒たち
は本当に嬉しそうで、練習にも一層熱が入っています。 

また、昨年末より日本で２回目の中古楽器の寄贈を募っています。 
今回は楽器を指定しているためなかなか応募がありませんが、 
今年１月、第一弾のトランペットが届きました。 こうした寄贈品や
購入品は、我々の活動を応援いただくミャンマー駐在の方々が 
無償でハンドキャリーを引き受けてくださいます。 本当に心から
感謝しています。 



ヤンゴン在住の日本人ブラスバンド 「ヤンゴンブラス SHWE GITA」は、結成以来、孤児院などで
恵まれないこども達のために無償で演奏活動を続けてきました。 「楽器の図書館」にもたくさんの
プレイヤーが講師として参加いただいています。 SHWE GITAが今年の１月、ヤンゴン・インセインの
教会で近所のこども達を集めた演奏会を開催し、その模様が「Yangon Press」（タウン誌）に紹介さ
れました。 

今年の３月、「楽器の図書館」初となる生徒たちの発表会をメインとしたコンサートを企画しました。 
はじめてひと前で演奏する嬉しさと緊張、そしてはじめて他の楽器とアンサンブルをする楽しさと
難しさ…ひと月位前からレッスンは真剣そのものでした。 



３月２３日「楽器の図書館」にスペースを提供いただいているヤンゴン・アローン地区の楽器店PTLで
コンサートを開催しました。 
生徒たちが緊張するのはもちろん、講師陣も我が子の初発表会のごとく手に汗握る連続でしたが、
お客様のあたたかな拍手に包まれ本当に素敵な時間になりました。 それぞれ楽しさや悔しさも
あったと思いますが、音楽をやってみて良かったと思ってもらえれば嬉しいです。  
講師陣のバンド「POWER OF MUSIC」 「ヤンゴンブラス ＳＨＷE GITA」もそれぞれ日本人＝ミャン
マー人の混成で演奏を披露しました。 

ご来場いただいた某日系企業の代表の方から、コンサートに感激したので自社の現地採用スタッフ
にぜひこの活動を紹介させてほしい、というありがたい言葉を頂戴しました。 
たくさんの方々の応援に支えられながら、まだまだ地道な活動ですが、今後も一歩ずつ前進させて
いきます。 
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